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９月に入ってから、修学旅行や職場体験、職場訪問、前期期末テストなど、生徒たちの心に残る大きな行事が続

いていますが、今週も大切な行事が行われました。 

  19日(火)に、大曲支援学校中等部の皆さんをお迎えし、本校の１，２年生とボッチャ

を通した交流会を行いました。これまでは、学年ごとに本校と大曲支援学校との2会場

で行ってきたものですが、今年は本校で一緒に行われました。 

  ボッチャは、ヨーロッパで生まれた競技であり、全ての人が一緒に競い合えるスポー

ツです。パラリンピックの正式種目

にも選ばれており、一昨年の東京

パラリンピックでは、「火の玉JAPAN」の愛称で知られる日本

代表が、個人や混合チームで金、銀、銅全てのメダルを獲得し

たことが記憶にも新しいことと思います。 

今回の交流会では、本校と支援学校の混合チーム同士によ

る対抗戦を行いましたが、途中でタイムを取って作戦を練った

り、いいところにボールが止まると拍手で称え

合ったりしながら、楽しく活動している姿が見

られました。 

来年度以降は、この交流を大川西根、内小

友の両小学校にも広げられたらと考えていま

す。バリアフリーな活動を通して、西地区の学校

間連携をさらに活発にしていきたいと思います。 

  前期を締めくくる行事でもある「西中

祭」の一般公開が10月7日(土)に予定

されておりますが、その準備も先週から始

まっています。 

  15日（金）に、西中祭に向けた全校集

会と、部門決めの学級活動を行いまし

た。全校集会は、西中祭準備の開始に当たって西中祭につ

いての全校生徒の共通理解を図り、活動に向けて意欲的な取組の雰囲気を高めることを

ねらいに行ったものです。集会では、今年度の西中祭テーマ「Are you ready? ～手を

取り合って最高の思い出を～」が発表され、今後の計画や部門の内容が説明されまし

た。西中祭の実行委員会でもある生徒会総務より、今年度は生徒会テーマである

「Connect」にちなみ、お客様との「つながり」や「ふれあい」を大切にする西中祭にしよ

うという思いが述べられ、各部門の活動内容について、写真入りのスライドを用いて、みんなに分かりやすい説明を

してくれました。全校集会の後、学年ごとに部門の役割を相談し、それぞれの担当が決ま

りました。全校生徒が一人一役以上を頑張っていくことになります。 

そして第1回部門別会議が、今週19日(火)に行われました。この会議では、それぞれ

の部門ごとに、活動目標やConnectの方法、Connectタイムの取組内容等について話し

合われました。 

本格的な部門活動は、新人総体後ということになりますが、皆さんに心からのおもてな

しができる西中祭になるよう、全校一丸となって取り組んでいきたいと思います。 

 

 

みんなで記念撮影 

作戦会議中 



  ここまでの学習の習熟

度を確認する「前期期末

テスト」を実施しました。 

  修学旅行や職場体験等の余韻に浸る間もなくテスト勉強

を頑張った生徒たちでしたが、みんな真剣な表情で問題と

向き合っていました。 

いよいよ明日から、郡市新人総体が始まります。各部の新チームが、夏からこれま

で積み重ねてきた練習の成果を発揮するときがやってきました。 

２１日(木)には、大会に先立って壮行会を行いました。学校を代表して各競技に出

場する選手を全校で励まし、互いに健闘を誓うことを願って行ったものです。夏の郡

市総体の時と同様に、選手紹介や激励の言葉、全校応援などで盛り上がりのある会となりましたが、今回は、既に

部活動を引退した３年生の期待も激励の言葉などから強く感じられました。選手の皆さんには、この壮行会で受け

た応援を一人一人のエネルギーに変え、力一杯戦ってきてくれることを期待しています。 

  各競技の日程や組み合わせ等については、既にお伝えして

おりますが、今回も各会場で熱戦が繰り広げられます。ご家庭

の皆さんや地域の皆さんからも選手たちに温かいご声援をよ

ろしくお願いいたします。 

１年生が、家庭科の学習の一環として、農業科学館にある「曲屋」を見学させて

いただきました。 

曲屋とは、日本の伝統的家屋（民家）の建築様式の一つで、L字型になっている

のが特徴です。農業科学館のものは、平成元年に旧田沢湖町の伊藤家より展示

用として寄贈、移築されたもので、登録有形文化財(建造物)として文化庁にも登

録されています。 

この日はゲストティーチャーとして、「やまと建設事務所」の社長さんがいらしてく

ださり、曲屋の歴史的、風土的な背景や、当時の生活と家のつくりの関わりなどを

詳しく説明してくださいました。1年生は、メモを取りながら熱心にお話を聞いたり、

積極的に気付いたことや疑問を発表したりしながら学習に臨んでいました。 

  今回は、過去の住まいからそ

の変遷を知ることをねらいとした学習でしたが、ゲストティー

チャーによる授業はこの後も予定されており、１１月には「エコ

ハウスをつくろう」というテーマで、未来の住まいの在り方を考

える大曲南中との合同授業も計画しています。１年生の皆さん

には、実物を見たり、専門家から直接学んだりできる貴重な機

会を大切にしてほしいと思います。 

曲屋の前で松塚さんが説明 

今年度4回目の「あさがお運

動」を大曲西中、大川西根小、

内小友小で行いました。 

今年のこの活動も、あと1回で終わりとなります。最後まで元気なあいさつを届けて

ほしいと思います。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B6%E5%B1%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%8F%E5%AE%85
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